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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　放射線源および該放射線源から離間された放射線検出器システムを設けてその間に走査
領域を画定する工程と、
　検査対象を走査領域に配置し、前記線源から放射線で照射し、検出器システムにおいて
、前記検査対象から生じる放射線の強度データを収集する工程と、
　複数のエネルギーバンドのセット間で、前記強度データをスペクトル分解する工程と、
　前記スペクトル分解された強度データを数値的に処理する工程を含み、この数値的処理
工程は、
　材料減衰係数を、前記複数のエネルギーバンドのセットにわたるエネルギー依存係数の
セットを有する複数のエネルギー依存の多項式のセットとみなす工程と、
　前記各エネルギーバンドにおいて測定される減衰を特定する工程と、
　前記減衰から、複数の次数の重み付けされた原子番号のべき乗を含む複合陽子数セット
を計算する工程と、
　前記複合陽子数セットを、物体の含有物質を識別する目的に使用可能にする工程とを含
む、物体から放射線の相互作用データを得る方法。
【請求項２】
　前記線源がＸ線源であり、前記検出システムは複数のエネルギーバンドのセット間のＸ
線の検出および分解に対応するよう適合させた、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　入射スペクトルの少なくとも一部にわたって分光学的に可変の応答を示す検出器システ
ムが設けられ、これにより分光情報を読み出すことができ、かつ複数の差異化されたエネ
ルギーバンドにて強度情報を同時に検出することができる、請求項１または２のいずれか
一に記載の方法。
【請求項４】
　少なくとも３つのエネルギーバンド間で、発生強度データが同時にスペクトル分解され
る、請求項１～３のいずれか一に記載の方法。
【請求項５】
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　入射スペクトル内の３つ以上のエネルギーレベルを区別するよう本質的に適合させた、
少なくとも１つのマルチスペクトル検出器を備える検出器システムが設けられた、請求項
４に記載の方法。
【請求項６】
　材料減衰係数を、前記複数のエネルギーバンドのセットにわたるエネルギー依存係数の
セットを有する複数のエネルギー依存の多項式のセットとみなす前記工程が、数値的関係
を規定する工程を含み、該数値的関係は、前記複数のエネルギーバンドのセットにわたる
エネルギー依存係数のセットを有するこのような複数のエネルギー依存の多項式のセット
をそなえる、請求項１～５のいずれか一に記載の方法。
【請求項７】
　以下の一般形の式を用いた、請求項６に記載の方法。
【数１】

【請求項８】
　前記多項式について、少なくとも２つのより高い次数を分解する工程を含む、請求項１
～７のいずれか一に記載の方法。
【請求項９】
　様々な特定の標的物質の既知の複合陽子数セットのライブラリデータベースを用意し、
検査中の物体について測定および導出された複合陽子数セットを、このようなデータベー
スと比較する工程を含む、請求項１～８のいずれか一に記載の方法。
【請求項１０】
　前記検査対象から生じる放射線についての強度データを検出器システムで収集する前記
工程が、透過強度データを収集する工程を含み、前記数値的処理工程が、前記強度データ
から透過強度の減衰に関する減衰係数を特定する工程を含む、請求項１～９のいずれか一
に記載の方法。
【請求項１１】
　少なくとも２次および３次の複合陽子数セットが収集される、請求項１～１０のいずれ
か一に記載の方法。
【請求項１２】
　前記２次および３次の複合陽子数セットがそれぞれ
【数２】

の関係により減衰係数から導出される、請求項１１に記載の方法。
【請求項１３】
　適当なコンピュータに格納されるとき、請求項１～１２のいずれか一に記載の方法の、
１つまたは複数の工程をコンピュータに行わせるプログラム命令を有する、少なくとも１
つのコンピュータプログラム。
【請求項１４】
　コンピュータ可読記録媒体または読み取り専用メモリ上で実施され、コンピュータのメ
モリに格納され、例えば分散型ネットワークを介してコンピュータからアクセス可能なリ
モートメモリに格納され、または適当な搬送波信号で伝送される、請求項１３に記載の少
なくとも１つのコンピュータプログラム。
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